
乳癌患者血中遊離 D年A 用い 予後予測 研究 い  

  研究 目的 理由 

遺伝子 人間 身体 作 設計図 あ い 私 体 く いま 遺伝子

人 少 違 私 顔 違いや 病気 や 違い 関係

いま 腫瘍細胞 遺伝子配列 生ま 持 い 比較 変化 いま 腫瘍細

胞 遺伝子 う 変化 調べ 治療法 選択や予後予測 可能性 あ

報告 ま 血液 中 血漿 血清 腫瘍 含 私 細胞由来 D年A 含ま い

わ 血漿 血清中 D年A 詳細 調べ 腫瘍 治療法 選択や予後予測

情報 利用 ま 今回 研究 患者様 血漿 血清中 D年A 調べ 病気 関係

基礎的 研究 行いま  

 

  方法 対象 

200ホ 4 月以降 筑波大学附属病院 乳癌 診断 患者様 検体 意書 学内 研究利用

意 い い 患者様 血液 ま く 臨床検査教育 研究セン 事業 け 診療検体 保管 共

研究 利用 検体利用 意 く 臨床研究教育 研究セン 保存 い 血液

使用 血漿 血清中 D年A 分離 腫瘍 関係 遺伝子配列 エン 行いま 本研究 行

う 患者 通常診療以外 銭的あ い 肉体的 負担 生 あ ま 現在通院 入

院中 患者 検体使用 関 直接 説明 い ま 頻繁 外来 診 い方や 現在

通院 い い方 ム 研究開始 知 周知 い ま  

 

  人権擁護 関  

研究 あ 研究協力者 皆様 不利益 生 い う 個人情報 保護 プ バ 尊 努力

最大限 注意 払いま 皆様 試料 資料 分析 際 氏 住所 生 月日 個人情報

除 代わ 新 く符号 け 分 い う 厳 保管 ま ま

試料 資料 分析 得 遺伝子 情報 遺伝情報 い 個人識別 可能 い う厳

管理 セキュ 体制 整備 徹底 ま  

 

  研究結果 開示 い  

 本研究 得 結果 索的 段階 あ 提供 い い 方 返 情報 未成熟

あ 考え ま 解析結果 伝え 原則的 あ ま 病気 い 遺

伝相談 あ 記 連絡先 い 対応い ま  

 

  研究 公開 い  

研究 成果 氏 個人情報 特定 い う 匿 化 学会発表や学術雑誌及び

等 公表 あ ま  

 

   本研究 関 問い合わ 研究 不参加 い  

 研究 自身 わ 情報 使用 ほ く い場合 記 責任医師ま 2016 ベ 月31

日ま 連絡 く い 研究 対象 除外 い ま 申 出 い い 時点 研究結

果 論文 公表 い 場合 う 解析結果 廃棄 い場合 あ 了承く

い  
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